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研究成果の概要（和文）：生体内の脂肪酸代謝バランスは健康維持において重要であり、その多くは生理活性物
質に変換されて機能すると考えられている。本研究では、最先端の質量分析計と情報科学を駆使したリピドミク
ス解析システムの構築、および各種脂肪酸代謝酵素の遺伝子改変動物を駆使することにより、多彩な脂肪酸代謝
ネットワークによる生体制御およびその制御破綻による疾患メカニズムについて、分子レベルでの解析を進め
た。その結果、生体恒常性の維持における脂肪酸代謝ネットワークの重要性について、分子レベルでの理解を進
めることができた。また、その中から炎症・修復・免疫系の制御に関わる複数の生理活性代謝物の同定に成功し
た。

研究成果の概要（英文）：The balance of fatty acid metabolism in the body is important for 
maintaining health, and many of them are thought to function by being converted into bioactive 
metabolites. In this study, the construction of a state-of-the-art lipidomics system using mass 
spectrometry and bioinformatics, and the use of genetically engineered mice for various enzymes 
involved in unique fatty acid metabolisms, we studied the biological significance of fatty acid 
metabolic pathways and the disease mechanisms caused by their dysregulation. As a result, we were 
able to advance our understanding of the importance of fatty acid metabolisms in maintaining 
homeostasis at the molecular level. In addition, we succeeded in identifying several bioactive 
lipids involved in the regulation of inflammation, repair and the immune system.

研究分野： 脂質生物学

キーワード： 脂質　リピドミクス　生理活性　生体分子

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
脂質は生体膜を構成し、エネルギー源としての役割に加え、シグナル分子やその前駆体など多彩な役割を担う生
体分子である。よって生体内の脂質多様性やその局在、代謝ネットワークを捉えることは、その生物学的意義を
理解する上で極めて重要である。また、脂質代謝異常が多くの疾患の背景因子であり、また多様な脂質分子の中
には多くの生理活性物質が含まれていることから、生体内の脂質多様性やその局在、代謝ネットワークを捉える
ことは，新たな創薬シーズの発見や、早期診断・治療などの医学応用・社会貢献につながる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
脂質は生体膜、エネルギー源、シグナル分子としての機能をもち、それらの組成や分布、および
代謝バランスがある一定の範囲に保たれることによって生体恒常性が維持されている。一方で
このようなバランスを制御するしくみが何らかのかたちで破綻してしまうことが、炎症・代謝疾
患など様々な疾患の背後に潜むリスク要因となる。しかしながら、脂質は水に溶けない物性、ゲ
ノムに直接コードされないことなどから、科学が進歩した現在でも解析し難い対象であり、この
ことが多くの脂質機能が未解明のまま残されている一因となっていた。研究開始当初、我々は生
体内の脂肪酸代謝物およびリン脂質を網羅的かつ定量的に把握するためのリピドミクス解析シ
ステムを構築し、炎症の制御において脂肪酸代謝の質的変化が関与する可能性を見いだしてい
た。また、食餌により体内の脂肪酸バランスが変化した動物、あるいは脂肪酸合成酵素や代謝酵
素の遺伝子改変動物を用いて、細胞や個体レベルで炎症の表現型と相関性を示す代謝経路や代
謝物についての研究を進めていた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、それまでの研究をさらに発展させ、最先端のリピドミクス解析システムの構築、お
よび各種脂肪酸代謝酵素の遺伝子改変動物を駆使することにより、多彩な脂肪酸代謝ネットワ
ークによる生体制御およびその制御破綻による疾患メカニズムについて、その因果関係を分子
レベルで明らかにすることを目的とした。これにより、創薬標的となる機能作用点の特定、未知
の生理活性をもつ新しい機能性代謝物の同定、および新しい治療法の開発に向けた基盤研究を
展開した。 
 
３．研究の方法 
(1) ω３脂肪酸代謝カスケードの生理的意義の解明 

体内の ω３脂肪酸レベルが遺伝学的に高い Fat-1 トランスジェニックマウスの解析、および
ω３脂肪酸に固有の代謝経路として注目している「ω３脂肪酸カスケード」を制御する酵素群の
遺伝子欠損マウスの解析を行う。表現型に関わるそれぞれの酵素発現細胞を特定し、LC-MS に
よる脂肪酸代謝物の包括的リピドミクス解析と生物活性評価系を連動することで、重要な機能
性代謝物を同定する。また、ω３脂肪酸レベルを時空間的に制御できるコンディショナル Fat-1
トランスジェニックマウス（Fat-1 cTg）を新たに樹立し、ω３脂肪酸の機能性発現に関わる責
任細胞および代謝経路の解析を行う。 
 
(2) 長鎖多価不飽和脂肪酸（LC-PUFA）含有脂質の生合成機構と生理機能の解明 
DHA など長鎖多価不飽和脂肪酸（LC-PUFA）の臓器選択的な分布に異常が生じることを見出
した Acsl6 欠損マウスについて、特に視機能異常の表現型について詳細な解析を進める。さら
に、網膜組織中の局所の脂肪酸分布の変化を可視化するための質量分析イメージング解析を行
う。 
 
(3) 脂肪酸代謝酵素 12/15-リポキシゲナーゼによる炎症・組織修復の制御について 
これまでに我々は、ヒト重症喘息患者の末梢血好酸球の脂肪酸代謝酵素 12/15-リポキシゲナー
ゼ（12/15-LOX）活性が大幅に低下していること、12/15-LOX 欠損マウスで IL-33 誘導性の好
酸球性気道炎症が増悪化することを見出してきた。本年度は、気道炎症の抑制に寄与する 12/15-
LOX 発現細胞を特定するために、細胞特異的な 12/15-LOX 欠損マウスを用いた解析を行う。 
 
(4) 脂肪酸代謝の質の違いを捉えることができる、新しい質量分析システムの構築と応用 
これまでに我々は、生体内の脂肪酸代謝物およびリン脂質を網羅的かつ定量的に把握するため
のリピドミクス解析システムを構築し、炎症の制御において脂肪酸代謝の質的変化が関与する
可能性を見いだしてきた。本研究では、LC-QTOF-MS を用いて生命の脂質多様性をノンバイア
スに捉えるノンターゲットリピドミクス解析システムを構築する。また、ω３脂肪酸をはじめ生
体内の多価不飽和脂肪酸の二重結合位置を見分ける新しい方法論として、酸素ラジカル誘起乖
離（OAD）法に基づく解離則の体系化と解析ソフトウェアの開発を行う。さらに、質量分析イ
メージングの技術構築・最適化により、生体組織内の脂質局在の可視化を行う。これらの最先端
の質量分析技術を駆使して、脂肪酸代謝ネットワークによる生体制御およびその制御破綻によ
る疾患メカニズムの解明に向けた研究を展開する。 
 
４．研究成果 
(1) ω３脂肪酸代謝カスケードの生理的意義の解明 

ω３脂肪酸に固有の代謝経路として注目している「ω３脂肪酸カスケード」を制御する律速酵
素 CYP4F18 の遺伝子欠損マウスが乾癬様皮膚炎を自然発症すること、CYP4F18 が樹状細胞に
高発現しており、バクテリア由来抗原の刺激に対する炎症性サイトカインの誘導を負に制御す
る機能を有すること、さらにそのメカニズムとして CYP4F18 代謝物である EPA 由来の 17,18-



diHETE の寄与を明らかにした。また、体内の ω３脂肪酸レベルが遺伝学的に高い Fat-1 トラ
ンスジェニックマウスを用いた解析から、CYP4F18 が ω３脂肪酸による非アルコール性脂肪肝
炎（NASH）病態悪化の抑制に寄与しており、そのメカニズムとして CYP4F18 代謝物である
DHA 由来の 19,20-EpDPE が、受容体 GPR120 を介して hepatic crown-like structure の形成お
よび肝線維化の進行を抑制することを明らかにした。また、Fat-1 トランスジェニックマウスお
よび EPA の摂餌投与により、脈絡膜の菲薄化、眼軸長の伸長、近視の進行が有意に抑制される
ことを報告した。その他共同研究として、ω３脂肪酸代謝物の 12-HEPE がケラチノサイトのケ
モカイン発現を抑制することで接触性皮膚炎を抑制する活性を有すること、腸内細菌由来のω
３脂肪酸代謝物αKetoA が抗炎症作用を発揮すること、母乳に含まれる飽和脂肪酸が仔の 3 型
自然リンパ球(ILC3)の誘導を伴う皮膚炎を誘発すること、マウス腸内細菌由来の脂質代謝物の
中から、in vitro で Treg を誘導する活性フラクションを絞り込み、質量分析からリノール酸由
来の 9,10-dihydroxy-12Z-octadecenoic acid および all-trans retinoic acid の同定に成功した。 

ω３脂肪酸レベルを時空間的に制御できるコンディショナル Fat-1 トランスジェニックマウ
ス（Fat-1 cTg）の作成および性状解析を進めた。今後は Fat-1 トランスジェニックマウスで認
められた多くの表現型（炎症ストレス抵抗性、代謝改善作用、神経保護作用、抗がん作用など）
における責任細胞および代謝経路の解析を進め、ω３脂肪酸の機能性発現機序の解明、および新
たな創薬シーズおよび治療標的の同定を目指す。 
 
(2) 長鎖多価不飽和脂肪酸（LC-PUFA）含有脂質の生合成機構と生理機能の解明 

脳神経組織、網膜、精巣など特定の臓器には、DHA など長鎖多価不飽和脂肪酸（LC-PUFA）
を含有する脂質が他の臓器に比べて多く存在する。長鎖アシル CoA 合成酵素（ACSL6）は、LC-
PUFA 含有リン脂質の多い臓器に特徴的に発現しており、臓器特異的な長鎖アシル CoA の形成
に寄与する可能性が考えられた。我々は、ACSL6 欠損マウスを作成してノンターゲットリピド
ミクス解析を行ったところ、ACSL6 発現臓器の LC-PUFA 含有リン脂質に特徴的な減少が認め
られ、中でも網膜組織に特徴的な di-DHA/LC-PUFA 含有リン脂質の生合成に寄与するという
新たな知見を提供した。ACSL6 欠損マウスでは視細胞における DHA/LC-PUFA 含有リン脂質
の局在に異常が生じ、若齢時からの視機能低下に加え、加齢に伴う網膜変性が起こることを報告
した。 
 
(3) 脂肪酸代謝酵素 12/15-リポキシゲナーゼによる炎症・組織修復の制御について 
これまでに、好酸球がマウス急性腹膜炎の適切な収束に寄与すること、この機能が脂肪酸代謝酵
素である 12/15-リポキシゲナーゼ（12/15-LOX）依存的であることを報告してきた。今回、12/15-
LOX 欠損マウスにおいて角膜上皮組織の創傷治癒が遅延すること、この機能が好酸球に発現す
る 12/15-LOX 依存的であることを明らかにした。さらに、好酸球が生成する 12/15-LOX 由来
の脂肪酸代謝物の中から、点眼により角膜の創傷治癒を促進する機能性代謝物 17-HDoHE を同
定した。また、12/15-LOX 欠損マウスにおいて IL-33 で誘導される好酸球性気道炎症が大幅に
増悪化することを見出し、そのメカニズムとして 12/15-LOX 代謝物である 14(S)-HDoHE と
10(S),17(S)-diHDoHE が２型自然リンパ球(ILC２)の増殖・活性化を直接抑制する機能を有す
ることを明らかにした。 
 
(4) 脂肪酸代謝の質の違いを捉えることができる、新しい質量分析システムの構築と応用 

生体内の脂質多様性を網羅的に捉えるための解析アルゴリズムを構築し、LC-QTOF-MS を用
いて約 8,000 種の脂質多様性をノンバイアスに捉えるノンターゲットリピドミクス解析システ
ムの構築に成功した。また、ω３脂肪酸をはじめ生体内の多価不飽和脂肪酸の二重結合位置を見
分ける新しい方法論として、従来の衝突誘起乖離（CID）法に加え、二重結合位置特異的に開裂
を引き起こす酸素ラジカル誘起乖離（OAD）法に基づく解離則の体系化と解析ソフトウェアの
開発に成功した。これら新技術を用いて、血管内皮細胞が laminar shear stress に晒されること
で中鎖脂肪酸含有エーテル脂質の生合成が誘導され、この細胞内代謝応答が血管内皮ホメオス
タシスにおいて重要な役割を果たすことを解明した。また、腸内細菌叢の脂質多様性を解明する
ためのノンターゲットリピドミクス解析を行い、腸内細菌が生成するユニークな脂質分子の新
規同定を実践した。赤痢アメーバ脂質のノンターゲット解析から、栄養体期からシスト期に移行
する際に特徴的に誘導される超長鎖アシル基含有セラミド分子種を特定し、これが膜透過性の
制御および生存・寄生適応に必須であることを明らかにした。さらに、グラム陰性菌由来 Lipid 
A の構造多様性を包括的に計測できるリピドミクス解析技術を開発し、単一菌株内に Lipid A の
脂肪酸鎖長に多様性があること, さらにその鎖長分布が菌種と相関することが明らかになった。 

アトピー性皮膚炎を自然発症するモデルマウス Spade のノンターゲットリピドミクスから、
炭素鎖長 22 以上の極長鎖脂肪酸を含有したジヒドロセラミド（Cer[NDS]）の顕著な減少、お
よびセラミド不飽和化酵素 Degs1 の比活性亢進を見出し、その是正がアトピー性皮膚炎の予防・
治療につながる可能性を示した。また、加齢マウスや高脂肪食投与のマウスにおいて、腎臓の虚
血再灌流障害後の慢性期に異所性の三次リンパ組織（Tertiary Lymphoid Tissue; TLT）が誘導
されるが、TLT 形成においてコレステリルエステル（CE）の異常蓄積がその原因の一つである
ことを明らかにした。Sterol-o-acyltransferase 阻害剤を投与することで、CE 蓄積および急性腎
障害後の TLT 成熟化、腎線維化、炎症性サイトカイン発現が有意に抑制され、脂質代謝異常の



是正により腎障害の予後が改善する可能性を示した。また、マウスの加齢に伴う脂質代謝変容に
ついて、多臓器を網羅する包括的なノンターゲットリピドミクス解析を行なった結果、雌雄差や
腸内細菌の有無によって、加齢とともにそれぞれの臓器で特徴的な脂質代謝変動が認められる
ことを報告した。 
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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Communications Chemistry 162

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
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 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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Journal of Lipid Research 100329～100329

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 ２．論文標題  ５．発行年
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Biochimica et Biophysica Acta (BBA) - Molecular and Cell Biology of Lipids 159275～159275

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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Lopez‐Vicario Cristina、Sebastian David、Casulleras Mireia、Duran‐Guell Marta、Flores‐Costa
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 ２．論文標題  ５．発行年
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Genetic deletion of Cyp4f18 disrupts the omega‐3 epoxidation pathway and results in psoriasis
‐like dermatitis

The FASEB Journal e22648

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
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 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
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JCI Insight e152611
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オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
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N、Leclercq M、Bodein A、Payre C、Martin C、Petit-Paitel A、Gelb MH.、Rangachari M、Murakami
M、Davidovic L、Flamand N、Arita M、Lambeau G、Droit A、Boilard E

7

10.1172/jci.insight.152611
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 オープンアクセス  国際共著
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
Miki Yoshimi、Taketomi Yoshitaka、Kidoguchi Yuh、Yamamoto Kei、Muramatsu Kazuaki、Nishito
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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The FASEB Journal e22312

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 ２．論文標題  ５．発行年
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 ２．論文標題  ５．発行年
Long-chain saturated fatty acids in breast milk are associated with the pathogenesis of atopic
dermatitis via induction of inflammatory ILC3s
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オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
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 オープンアクセス  国際共著
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 ２．論文標題  ５．発行年
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Biochimica et Biophysica Acta (BBA) - Molecular and Cell Biology of Lipids 159110

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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有

 オープンアクセス  国際共著
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The FASEB Journal e21354

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 オープンアクセス  国際共著
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Clinical and Experimental Nephrology 445～455

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
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Stage-Specific De Novo Synthesis of Very-Long-Chain Dihydroceramides Confers Dormancy to
Entamoeba Parasites

mSphere e00174-21
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Cardiovascular Research 96～108

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
Nakashima Y、Sakai Y、Mizuno Y、Furuno K、Hirono K、Takatsuki S、Suzuki H、Onouchi Y、Kobayashi
T、Tanabe K、Hamase K、Miyamoto T、Aoyagi R、Arita M、Yamamura K、Tanaka T、Nishio H、Takada
H、Ohga S、Hara T

117

10.1084/jem.20200815

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Helicobacter pylori metabolites exacerbate gastritis through C-type lectin receptors

Journal of Experimental Medicine e20200815

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Nagata M、Toyonaga K、Ishikawa E、Haji S、Okahashi N、Takahashi M、Izumi Y、Imamura A、Takato
K、Ishida H、Nagai S、Illarionov P、Stocker BL、Timmer M、Smith D、Williams S、Bamba T、
Miyamoto T、Arita M、Appelmelk B、Yamasaki S

218

10.1126/science.abb5916

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Senolysis by glutaminolysis inhibition ameliorates various age-associated disorders

Science 265～270

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Johmura Y、Yamanaka T、Omori S、Wang T、Sugiura Y、Matsumoto M、Suzuki N、Kumamoto S、Yamaguchi
K、Hatakeyama S、Takami T、Yamaguchi R、Shimizu E、Ikeda K、Okahashi N、Mikawa R、Suematsu M、
Arita M、Sugimoto M、Nakayama K.、Furukawa Y、Imoto S、Nakanishi M

371

10.1096/fj.202002144R

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Functional lipidomics of vascular endothelial cells in response to laminar shear stress

The FASEB Journal e21301

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Hirata Tsuyoshi、Yamamoto Kimiko、Ikeda Kazutaka、Arita Makoto 35

 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.1038/s41587-020-0531-2

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A lipidome atlas in MS-DIAL 4

Nature Biotechnology 1159～1163

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Tsugawa Hiroshi、Ikeda Kazutaka、Takahashi Mikiko、Satoh Aya、Mori Yoshifumi、Uchino Haruki、
Okahashi Nobuyuki、Yamada Yutaka、Tada Ipputa、Bonini Paolo、Higashi Yasuhiro、Okazaki Yozo、
Zhou Zhiwei、Zhu Zheng-Jiang、Koelmel Jeremy、Cajka Tomas、Fiehn Oliver、Saito Kazuki、Arita
Masanori、Arita Makoto

38

10.1096/fj.202000483R

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Eosinophils promote corneal wound healing via the 12/15‐lipoxygenase pathway

The FASEB Journal 12492～12501

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ogawa Mamoru、Ishihara Tomoaki、Isobe Yosuke、Kato Taiga、Kuba Keiji、Imai Yumiko、Uchino
Yuichi、Tsubota Kazuo、Arita Makoto

34
 １．著者名

10.1038/s42003-020-01209-4

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Maternal dietary imbalance between omega-6 and omega-3 fatty acids triggers the offspring’s
overeating in mice

Communications Biology 473

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Sakayori Nobuyuki、Katakura Masanori、Hamazaki Kei、Higuchi Oki、Fujii Kazuki、Fukabori Ryoji、
Iguchi Yoshio、Setogawa Susumu、Takao Keizo、Miyazawa Teruo、Arita Makoto、Kobayashi Kazuto

3

10.1016/j.isci.2020.101841

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Elucidation of Gut Microbiota-Associated Lipids Using LC-MS/MS and 16S rRNA Sequence Analyses

iScience 101841～101841

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yasuda Shu、Okahashi Nobuyuki、Tsugawa Hiroshi、Ogata Yusuke、Ikeda Kazutaka、Suda Wataru、Arai
Hiroyuki、Hattori Masahira、Arita Makoto

23
 １．著者名



2020年

2020年

〔学会発表〕　計48件（うち招待講演　48件／うち国際学会　14件）

2024年

2024年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

レドックスR&D戦略委員会第4回春のシンポジウム「多様な脂質分子とレドックス研究の接点」（招待講演）

12th International Singapore Lipid Symposium (iSLS12)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

有田誠

Makoto Arita

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

脂質多様性の生物学とリピドームアトラス

Lipidomics of Host-Microbiome Interactions

10.1016/j.prostaglandins.2020.106477

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Dysregulated metabolism of polyunsaturated fatty acids in eosinophilic allergic diseases

Prostaglandins & Other Lipid Mediators 106477～106477

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Miyata Jun、Fukunaga Koichi、Kawashima Yusuke、Ohara Osamu、Kawana Akihiko、Asano Koichiro、
Arita Makoto

150
 １．著者名

10.1096/fj.202000245R

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Antioxidant vitamins and lysophospholipids are critical for inducing mouse spermatogenesis
under organ culture conditions

The FASEB Journal 9480～9497

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Sanjo Hiroyuki、Yao Tatsuma、Katagiri Kumiko、Sato Takuya、Matsumura Takafumi、Komeya Mitsuru、
Yamanaka Hiroyuki、Yao Masahiro、Matsuhisa Akio、Asayama Yuta、Ikeda Kazutaka、Kano Kuniyuki、
Aoki Junken、Arita Makoto、Ogawa Takehiko

34



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第20回糖鎖科学コンソーシアム（JCGG）シンポジウム（招待講演）

第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会（招待講演）

第96回日本生化学会大会（招待講演）

IDIBAPS Seminar Series（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

有田誠

有田誠

有田誠

Makoto Arita

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

脂質多様性の時空間的解析を可能にするリピドームアトラス研究

Advanced lipidomics technology reveals the biology of lipid diversity and disease control

脂質多様性の生物学とリピドームアトラス

最先端リピドミクスが解き明かす病態・バイオロジー研究



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第８回日本医用マススペクトル学会東部会（招待講演）

医療薬学フォーラム2023（招待講演）

第44回日本炎症・再生医学会（招待講演）

第82回日本癌学会学術総会（招待講演）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

有田誠

有田誠

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Makoto Arita

有田誠

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Advanced lipidomics technology reveals the biology of lipid diversity and disease control

脂質多様性の生物学とリピドームアトラス

疾患解明を目指したリピドームアトラス研究

最先端リピドミクスで解き明かす生命の脂質多様性と疾患制御

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第65回日本脂質生化学会（招待講演）

11th International Singapore Lipid Symposium (iSLS11)（招待講演）（国際学会）

第26回お茶の水眼アレルギー研究会（招待講演）
 ３．学会等名

 ３．学会等名
第55回東北眼疾患病態研究会（招待講演）

有田誠

Makoto Arita

有田誠

有田誠

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

リポクオリティからリピドームアトラスへ

Advanced lipidomics technology reveals the biology of lipid diversity and disease control

脂肪酸代謝と炎症・アレルギーの制御

脂質多様性の生物学とリピドームアトラス



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第９回千葉糖尿病次世代治療研究会（招待講演）

WPI Bio2Q Kickoff Symposium（招待講演）（国際学会）

6th International Symposium of Kyoto Biomolecular Mass Spectrometry Society（招待講演）（国際学会）

Makoto Arita

有田誠

神戸大学CMXワークショップEmergence Conference（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Advanced lipidomics technology reveals the biology of lipid diversity and disease control

脂質多様性の生物学とリピドームアトラス

ω３脂肪酸の代謝と健康に関わる基礎と近年のトピックス

Cutting-edge lipidomics technology reveals the biology of lipid diversity and disease control

 １．発表者名

 １．発表者名

有田誠

Makoto Arita



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本油化学会油脂実践講座2022（招待講演）

The 95th Annual Meeting of the Japanese Biochemical Society（招待講演）
 ３．学会等名

有田誠

有田誠

有田誠

Makoto Arita

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

脂質多様性の生物学とリピドームアトラス

脂質多様性の生物学とリピドームアトラス

生体内脂質の多様性とその意義について

Biology of LipoQuality and Lipidome Atlas

 １．発表者名

 １．発表者名

京都大学学際融合教育推進センター生理化学研究ユニット第12回シンポジウム「Chemistryで紐解くPhysiology」（招待講演）

第50回徳島大学先端酵素学研究所セミナー（招待講演）



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

17th International Conference on Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation and Related Diseases（招待講演）（国際学会）

BioJapan2022（招待講演）

International Symposium for Lipid-based Multi-Omics（招待講演）（国際学会）

第15回ChemBioハイブリッドレクチャー（招待講演）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Makoto Arita

有田誠

Makoto Arita

有田誠

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Cutting-edge lipidomics technology reveals the biology of lipid diversity and disease control

最先端リピドミクスによる腸内細菌叢と関連する機能性代謝物の包括的解析

From LipoQuality to the Lipidome Atlas: Advanced lipidomics to elucidate the biology of lipid diversity and disease control

脂質多様性の生物学とリピドームアトラス



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

62nd International Congress on the Bioscience of Lipids (ICBL2022)（招待講演）（国際学会）

日本プロテオーム学会2022年大会（20th JHUPO）（招待講演）

第22回日本抗加齢医学会総会（招待講演）

 ３．学会等名

 ２．発表標題

有田誠

有田誠

 ２．発表標題

 ２．発表標題

有田誠

Makoto Arita

第16回メタボロームシンポジウム（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

脂質多様性の生物学とリピドームアトラス

Specialized Pro-resolving Mediators (SPM)による炎症性疾患の制御

リポクオリティからリピドームアトラスへ

Advanced non-targeted lipidomics to explore lipidome changes associated with aging and commensal microbiota

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本学術会議シンンポジウム「地球と生命をつなぐ高度な化学物質ネットワーク」（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第65回日本糖尿病学会年次学術集会（招待講演）

有田誠

Makoto Arita

有田誠

有田誠

10th International Singapore Lipid Symposium (iSLS10)（招待講演）（国際学会）

第４回日本抗加齢医学会九州地方会学術総会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

腸内細菌叢が形成する脂質代謝ネットワークと宿主との相互作用

Advanced non-targeted lipidomics and its application to vascular biology

Specialized Pro-resolving Mediators (SPM)による炎症性疾患の制御

リピドミクス新技術と脂質多様性 （リポクオリティ）の生物学：健康と天然物

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

5th RIKEN IMS-Stanford ISCBRM Joint Symposium（招待講演）（国際学会）

World Congress of OMEGA3 Science and Technology (WCOST)（招待講演）（国際学会）

19th International Symposium on Atherosclerosis (ISA2021)（招待講演）（国際学会）

Makoto Arita

Makoto Arita

Makoto Arita

有田誠

Eos Summit（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Advanced lipidomics technology and its application in biology

Omega-3 fatty acid metabolism that controls inflammation and tissue homeostasis

Advanced non-targeted lipidomics and its application to vascular biology

好酸球の脂肪酸代謝と炎症・アレルギー疾患の制御



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第46回日本医用マススペクトル学会年会（招待講演）

The 5th JCS Council Forum on Basic Cardiovascular Research（招待講演）（国際学会）

第65回日本薬学会関東支部大会（招待講演）

 ３．学会等名

Makoto Arita

有田誠

 ２．発表標題

 ２．発表標題

有田誠

有田誠

第43回日本臨床栄養学会総会・第42回日本臨床栄養協会総会 第19回大連合大会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Biology of LipoQuality: Advanced lipidomics technology and its application in biology

生命の脂質多様性から解き明かす病態・バイオロジー研究

ω３脂肪酸と炎症に関わる基礎と近年のトピックス

最先端リピドミクスで解き明かす生命の脂質多様性と疾患制御

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第43回日本分子生物学会年会（招待講演）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第21回日本抗加齢医学会総会（招待講演）

有田誠

有田誠

Makoto Arita

Makoto Arita

日本生化学会東北支部第87回例会・シンポジウム（招待講演）

9th International Singapore Lipid Symposium (iSLS9)（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ω３脂肪酸の機能性発現に関わる分子メカニズム

脂質多様性（リポクオリティ）の生物学

Biology of LipoQuality: Advanced lipidomics technology and its application in biology

Biology of LipoQuality: Advanced lipidomics technology and its application in biology

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

〔図書〕　計3件

2023年

2021年

Willey-VCH, Weinheim

羊土社

717

334

Ueda M, Okahashi N, Arita M.

有田誠

 ２．出版社
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